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＜審査結果の要旨＞  

１ 本研究の概要 

 本研究は胃がんで胃切除を受け自宅に退院した 31 名について、術後の体力の回復指標である

「全身持久性体力の術後の 1カ月と 6カ月の差分」に着目し、それに影響を与える要因について、

自記式質問紙をもとにした相関分析・重回帰分析、そして個別インタビューによる調査を行った。 

結果は術前の全身持久性体力差の低い群では、手術後の身体活動量の 1カ月と 6カ月の差分の

多寡が術後の体力の回復指標の変化に影響することが示唆された。すなわち術後の身体活動量を

増加させることが、術後の体力回復につながっていた。 

また 10 名のインタビュー調査からは、術後 1 カ月から体力の低下を感じていない群では、単

身生活をせざるを得ない生活状況や、復職、趣味等の再開を目標に体力回復の活動が影響を与え

ていた。また患者会を通じた情報共有や、体調に合わせて自由に休養が取れる自営業であること

等も術後の体力回復に良い効果をもたらしていた。 

２ 本研究の新規性 

 本研究の新規性は、胃がん術後経過中の体力回復についての定量研究と個別インタビューによ

る質的研究とを組み合わせ、胃がん術後の体力回復の過程とその影響要因を明らかにしたことに

ある。 

３ 審査会および口頭試問結果 

 審査会は平成 29年 7月 28日に開催し、その後のメールによる審査を行った。審査員からはデ

ータ・サンプリングについて、用語の定義について、研究の限界等についての指摘があった。こ

れらの指摘事項に対して適切に論文修正がなされ、また関連の口頭試問についても適切に回答が

なされた。 

以上より審査会の審査員全員は、本研究が博士（看護学）の学位を授与するに相当すると判断

した。 

  

 

 

 

 

論文審査担当者 

主 査  武藤正樹                        

 

副 査  佐藤みつ子                         

 

副 査  久保晃                         

 


